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「イルベタン®」（高血圧症治療薬）発売：2008年7月

長時間作用型アンジオテンシンII受容体拮抗薬（ARB）で、軽症

から重症の高血圧に対して、24時間持続する安定した降圧効果

を持っています。海外での大規模臨床試験では、高い腎保護

作用を有することが証明されており、既に世界109カ国で承認、

86カ国で発売されています。ARBの国内市場は約5,000億円

（2007年薬価ベース）といわれており、この市場に参入することに

より、シオノギの循環器・脂質代謝領域でのプレゼンスの確立を

目指していきます。

「ディフェリン®ゲル 0.1%」（尋常性ざ瘡治療薬）
製造販売承認取得：2008年7月

レチノイド様作用を有するナフトエ酸誘導体アダパレンを有

効成分とする尋常性ざ瘡（ニキビ）治療の外用剤で、角化抑制

により皮疹を減少させる作用機序を有しています。尋常性ざ瘡

を適応とする外用レチノイド製剤としては日本で初めての製造

販売承認の取得となり、尋常性ざ瘡治療への貢献と患者さん

のQOL向上に向けて取り組んでいきます。

「ピルフェニドン」（特発性肺線維症治療薬）

特発性肺線維症は、日本での推定患者数は10万人あたり

3～5人といわれていますが、慢性かつ進行性の経緯をたどる

肺の線維化を主体とする予後不良の疾患で、現在のところ有効

な治療薬はまだありません。シオノギは、本疾患に罹病している

患者さんやご家族、医療従事者の方々の期待に応えられる

ように、一日も早い上市に努めています。

2008年度に発売および発売予定の新製品

「フィニバックス®」（カルバペネム系抗生物質）発売：2005年9月

グラム陽性菌からグラム陰性菌、好気性菌から嫌気性菌まで幅広い抗菌スペクトラムを有するほか、

緑膿菌に対しても強い抗菌力を示すことから、中等症から重症の各科領域感染症に有用性の高い薬剤で

す。特に、重症感染症でその特性を最大限に発揮できると考えており、薬剤の有効性とともに、重症感染

症で懸念されている緑膿菌への耐性化防止の点からも評価を高めています。

米国においては、2007年にジョンソン・エンド・ジョンソン社により上市され、さまざまなエビデンス

をベースに『サンフォード感染症治療ガイド』にも掲載されたことから、今後、カルバペネム系注射薬の標

準薬としての評価を、国内外でさらに高められるものと期待しています。

「アベロックス®」（ニューキノロン系抗菌剤）発売：2005年12月

レスピラトリー（呼吸器）キノロンとして、呼吸器感染症の主要な原因菌に対して優れた抗菌力を有して

います。特に、下気道感染症に対する有用性は極めて高く、治療日数の短縮、医療コストの低減にも寄

与できる、成長力の極めて高い薬剤です。今後は、下気道感染症のファーストチョイスの薬剤としての位

置づけを確固たるものとし、売上の伸長を図っていきます。
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